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「コンテンツツーリズムの発展的研究—『北の国から』再考」
法政大学大学院政策創造研究科　増淵 敏之
要旨
　現在、コンテンツツーリズムが注目を集めてきている。
従来的にいえば「聖地巡礼」ということになるのであろ
うが、ファンがコンテンツ作品に興味を抱いて、その舞
台を巡るというものである。こうして記すと別に目新し
いものではないという見方もできるであろうが、現在の
コンテンツツーリズムは単に観光文脈だけではなく、地
域の再生や活性化と結びついている点が重要である。
　国内でのコンテンツツーリズムを考えていく際、テレ
ビドラマ『北の国から』を背景にした富良野市の地域振
興の事例の再認識は不可避なものである。また大きな枠
組みにおいてもひとつの成功事例とし一定の評価をされ
ている。そのメカニズムは充分に練られたものだと判断
されるが、重要なのは国土計画の積極的な投資がその施
策を支えていたことがわかる。多分にポリティカルな動
きも伴った動きであることは推測されるが、反面、地域
住民との意識の乖離も浮き上がってくる。
　しかしその後の富良野市の方向性を定めることになっ
た大きな存在であり、コンテンツを活用したこのような
観光施策の功罪を一方的に論じることは現段階ではでき
ないが、大方、コンテンツを活用した地域振興の施策に
は共通する部分がみえる。例えば境港市の「水木しげる
ロード」においても当初は地域住民が懐疑的になり、市
役所の職員が理解を求めることに奔走した時期があると
いう。観光地も消費されることは間違いなく、それを理
解して施策は遂行されるべきであり、とくに変化を恐れ
る地域住民には少なからず留意しなければならないだろ
う。
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Expansive research of contents tourism － Re-consideration “from a north 
country”
Hosei Graduate School of Regional Policy Design 
Toshiyuki Masubuchi
Abstract
			Now,	 contents	 tourism	 has	 been	 attracting	
attention.
　Although	 calling	 it	 a	“pilgrimage	 to	 sacred	
places”,	speaking	 in	 former,	a	 fan	bears	 interest	
against	a	contents	work	and	travels	the	stage.
　In	 this	way,	 if	 it	 describes,	 the	view	are	not	
independently	novel	will	 also	be	made,	but	 the	
point	only	connected	with	reproduction	of	not	only	
the	sightseeing	context	but	an	area	or	activation	is	
important	for	the	present	contents	tourism.
　When	considering	 the	contents	 tourism	 in	 the	
country,	the	new	recognition	of	the	example	of	the	
regional	 improvement	of	Furano-city	which	made	
the	teleplay	“from	a	north	country”	the	background	
is	inescapable.
　Moreover,	also	in	a	big	framework,	it	is	considered	
as	one	success	example,	 and	 fixed	evaluation	 is	
carried	out.
　Although	 it	 is	 judged	that	the	mechanism	was	
fully	kneaded,	it	turns	out	that	investment	in	which	
KOKUDO-KEIKAKU	of	 important	one	 is	positive	
supported	the	measure.
　Although	 it	 is	 guessed	 that	 it	 is	 the	motion	
accompanied	also	by	the	much	political	motion,	on	
the	other	hand,	deviation	of	consciousness	with	a	
local	resident	also	comes	floating.
　However,	probably	 it	 is	a	big	existence	which	
will	define	 the	directivity	of	subsequent	Furano-
city,	and	although	an	unqualified	denial	cannot	be	
made	a	 target	on	 the	other	hand,	 it	 is	a	portion	
which	 is	common	 in	the	measure	of	 the	regional	
improvement	which	utilized	contents	almost.
　For	example,	also	in	the	“Shigeru	Mizuki	load”	of	
Sakaiminato-city,	a	local	resident	becomes	skeptical	
at	the	beginning,	and	 it	 is	said	that	there	 is	time	
which	was	busy	 in	 the	personnel	of	a	city	office	
calculating	an	understanding.
　That	a	tourist	resort	is	also	consumed	understands	
it	rightly,	and	the	measure	should	be	carried	out	
and,	probably,	must	care	about	the	 local	resident	
who	fears	especially	change	not	a	little.
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Ⅰ．コンテンツツーリズムに関する先行研究
現在、コンテンツツーリズムが注目を集めてきている。
従来的にいえば「聖地巡礼」ということになるのであろ
うが、ファンがコンテンツ作品に興味を抱いて、その舞
台を巡るというものである。こうして記すと別に目新し
いものではないという見方もできるであろうが、現在の
コンテンツツーリズムは単に観光文脈だけではなく、地
域の再生や活性化と結びついている点が重要である。
おそらくコンテンツツーリズムは文化観光の一種にな
ると思われるが、これは近年の文化と経済の関係性につ
いての議論が活発化してきたことが背景にあるに違いな
い。残念ながらわが国はひたすら経済偏重の路線を歩ん
できて、どちらかというと文化と経済は別物として扱わ
れてきた。しかし創造都市論など文化、芸術を活用した
都市再生論が一般化することによって、地域文化資源な
どの活用が議論され、また実践されるようになってきた。
観光学自体は学問的に単一学問ではなく、社会学、経
営学、統計学、経済学、歴史学、地理学、人類学などの
あらゆる既存の学問を活用して、観光という現象を捉え
ていく学際な学問であるといわれることが多い。つまり
体系的な学問としての存在をまだ示せてはいないという
意見もある。しかし近年、日本でも多くの大学で観光学
への取り組みが進み、次第に体系化への動きも出てきて
いるというのが現状だろう。
欧米では経営学を中心に観光学が捉えられているのと
違って、日本では文化人類学や地理学の影響が色濃いと
いえよう。ただ近年では観光よりもツーリズムという用
語を用いることが増えてきた。観光に業務を含む旅行を
付加した意味が一般的になってきたところでもあろう。
近年はツーリズムという言葉は特に観光業者の間では特
別なものと認識されることも増えてきた。かつての物
見遊山的な観光をサイトシーイングとして昔の物とし、
ツーリズムとは体験型観光として位置づける動きが強
まっている。そして、ツーリズム自体もその特性により
さまざまな言葉を付加して区別している。環境に配慮し
たツーリズムをエコツーリズム、自然特に山や森などを
扱うツーリズムをグリーンツーリズム、海を扱うツーリ
ズムをブルーツーリズムと呼んだり、地域独自のツーリ
ズム名が生まれたりしている。
国内の体系的な研究としては岡本（2001）、溝尾
（2003）があるが、観光は「自己の自由時間（余暇）の
中で、観賞、知識、体験、参加、精神の鼓舞等生活の変
化を求める人間の基本的欲求を充足するための行為（レ
クリェーション）のうち、日常生活圏を離れて異なった
自然、文化等の環境のもとで行おうとする一連の行動」
（総理府 ,	『観光政策審議会答申』1969）と国の政策レベ
ルでは定義されている。また国土交通省『観光白書』で
は、宿泊旅行を観光、兼観光、家事・帰省、業務、その
他に分けていて、家事・帰省、業務、その他を除いたも
のが観光とされる。
コンテンツツーリズムに関してはまとまった学術的な
研究は少ないが、近年、少しづつ増えているといったと
ころだろうか。秋山（2005）は若者の「街歩き」と当該
空間が持つ物語性との関係性を論じたものだが、「観光
地ではない町に足を運び，商店街や住宅地での買い物な
どを通じて，新しい観光地として日常生活空間を楽し
む」ことを愛好する者達を「街歩きオタク」と呼び、彼
らの観光行動は、「物語消費」の視点で説明できるとし
ている。都市の景観も広義の意味ではコンテンツと呼べ
なくもなく、「街歩きオタク」によって再発見された新
しい観光地が東京・神楽坂や谷中、根津、千駄木のいわ
ゆる「谷根千」である。
また鷲宮町の「らき☆すた」に関しては北海道大学大
学院観光学高等研究センター文化資源マネジメント研究
チームが数々の論文を発表している。山村（2008）、岡
本（2008）がその一連の研究の代表的なものだが、観光
領域のものではあるが個々の研究視角、例えば情報学、
認知心理学などを絡めてといった具合に多角的にこの現
象を分析、考察しようと試みている。特に地域活性化と
結び付けている点に今後の観光領域の課題を提示してい
る点が評価できるだろう。
内田（2009）は映画による観光創出から創造都市論を
用いての地域イノベーションに言及し、石川（2008）は
「こちら葛飾区亀有公園前派出所」に描かれる旅行行動
に関するものだが、「らき☆すた」以外でも北海道大学
大学院観光学高等研究センターの活動には目を見張るも
のがある。観光もコンテンツをベースにした内容のもの
が注目されている現状を踏まえてのことだろう。
中部産業・地域活性化センター（2008）では名古屋を
中心にサブカルチャーコンテンツを活用したモデルコー
スの提案まで盛り込んだ調査研究レポートである。アニ
メのみならずファッション、B級グルメ、キャラクター
までの分野での資源の活用を射程に入れているが、前掲
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の北海道大学と同様にいわゆる「オタツー」（オタクツー
リズム）を前提に考察されていると見ることができるだ
ろう。
フィルムツーリズムに関しても政策的、産業的なも
の、例えば長島（2007）では逗子市長としてフィルムコ
ミッション活動に力を入れた実践の上に政策的な視点を
持ち込んでいる。当然、その底流には地域活性化という
テーマがあり、フィルムコミッションの運営に関しては
参考になる一冊といえよう。また日本の観光関係の有識
者や専門家の共著になる「観光実務ハンドブック」（日本
観光協会 ,	2007）も実践的なものだが、その中でもフィ
ルムツーリズムについて触れている。
本稿ではコンテンツツーリズムの代表的事例である
『北の国から』に関して、分析、考察を行っていきたい。
Ⅱ．『北の国から』とは
コンテンツツーリズムの成功事例としてよく紹介され
るもののひとつにテレビドラマ『北の国から』がある。
この作品は北海道・富良野市を舞台に 1981 年から 2002
年にかけて放送された。東京から故郷・富良野市に戻っ
て大自然の中で暮らす一家の生活を描いたもので、脚本
は倉本聰だった。連続ドラマ終了後、8編のスペシャル
ドラマが放送された。連続ドラマは 1981 年 10 月 9 日か
ら 1982 年 3 月 26 日金曜日 22 時からの放送で、全 24 話
だった。放送開始当初は裏番組の『想い出づくり』が好
調だったため苦戦を強いられるが、次第に視聴率も上昇
し、最終回で 20％を越えた。平均視聴率は 14.8％で連続
ドラマよりスペシャルの方が高い視聴率を残すことにな
る。
倉本聰は 1935 年、東京に生まれた。麻布中学、高校
から東京大学文学部に進学、卒業後の 1959 年、ニッポ
ン放送に入社。在籍中に脚本家としての活動も行う。
1963 年に退社後、フリーの脚本家となった。代表作に
NTV『前略おふくろ様』、『昨日、悲別へ』、TBS『あに
き』、ANB『祭りが終わったとき』、CX『優しい時間』、
『風のガーデン』などがある。富良野への転居は 1973 年
の札幌を経て、1978 年のことである。
スペシャルドラマは、1．北の国から '83 冬（1983 年
3 月 24 日放送）－ 26.4％、2．北の国から '84 夏（1984
年 9 月 27 日放送）－ 24.3％、3．北の国から '87 初恋
（1987 年 3 月 27 日放送）－ 20.5％、4．北の国から '89
帰郷（1989 年 3 月 31 日放送）－ 33.3％、5．北の国から
'92 巣立ち（1992 年 5 月 22 日・23 日放送）－ 32.2％・
31.7％、6．北の国から '95 秘密（1995 年 6 月 9 日放送）
－ 30.8％、7．北の国から '98 時代（1998 年 7 月 10 日・
11 日放送）－ 25.9％・24.8％、8．北の国から 2002 遺言
（2002 年 9 月 6 日・7日放送）－ 38.4％・33.6％という結
果を残した。
［図 1］「北の国から」視聴率と観光客数の相関（2003, 北海道ふるさと新書編集員会）
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この作品は毎回、富良野を中心にした長期ロケが行わ
れ、富良野は全国的な知名度を獲得することになり、過
疎の村だった麓郷地区には第 1作放送直後から、休日に
なると数百人の観光客が見物に訪れることとなった。最
終作が放送された 2002 年度には 249 万人が訪れている。
麓郷地区にはドラマに使われた丸太小屋などが再現さ
れ、富良野駅には北の国から資料館も設置され、富良野
は一躍、北海道を代表する観光地になった。
Ⅲ．『北の国から』成立の背景
富良野の観光まちづくりの歴史としてはそれまでは北
の峰スキー場 1）とへそ祭 2）が特筆すべきものだったと
いえよう。それぞれ、富良野を道内有数の観光地に押し
上げる契機を作ったものであったことは間違いない。市
もキャッチフレーズとして「スキーとワインとへそのま
ち」を標榜している。それまで無名の一農村都市に過ぎ
なかったこのまちを、「スキー」と「へそ」という資源
に着目し、観光のまちとして売り出そうという方向を目
指すことになる。
そこに国土計画が参入することになり、1972 年に富
良野にスキー場を開設。1974 年に富良野プリンスホテ
ルが開業する。1977年にはワールドカップが開催される。
同年夏、倉本聰は富良野に移り住み、1982年に『北の国』
からがスタートしたという流れである。倉本聰が富良野
に移り住むことになった背景にも、当時国土計画の社長
であった堤義明と倉本聰の友情関係（中学・高校時代の
同級生）があったことはよく知られている事実だろう。
もちろんそれだけではなく、倉本本人が『北の人名
録』でも書いているように当時の富良野 JCの若者 3）と
の交流から地域と関わり始めていく点も重要なことであ
り、それが 1984 年の富良野塾の開設に繋がり、塾 OB
が作る劇団の誕生も促した。そして有志たちが演劇のま
ちを標榜し、富良野演劇工場という劇場をNPOふらの
演劇工房が運営するという市民参加型のまちづくりが始
まっていく。観光のみならず地域の自律にも『北の国か
ら』が貢献してきたことは自明のことであろう。
背景に当時の大手企業によるリゾート開発の動きが
あったことは否めない事実だ。とくに 1960 年代からの
道東、道北での東急グループ 4）、1970 年代からのスキー
場開発を中心とした西武鉄道グループ 5）がもっとも活発
化していった。また 1980 年代には大沼、ニセコ、石勝
高原、狩勝高原などにも東急、西武鉄道グループ以外の
民間資本によるリゾート開発が本格化していった 6）。
そしてバブル期の 1987 年には「総合保養地域整備法
（通称リゾート法）・同施行令」が公布・施行された。ま
た同時期に閣議決定された「第四次全国総合開発」7）で
の戦略プロジェクトのひとつとして、大規模リゾートの
整備が位置づけられた。1989 年には総合保養地域整備
法に基づく基本構想が承認され、富良野市は北海道富良
野・大雪リゾート地域整備構想として重点整備地区に指
定されている。ちょうど『北の国から』はこの流れの中
に位置していった。
富良野市の観光客入れ込み数は、スキーのワールド
カップ 8）効果から 1979 年に 100 万人台に乗り、1989 年
度までは毎年 2 桁前後の高い伸び（1984 年のみマイナ
ス）を続け、1991 年度には 200 万人台を突破した。例
えば 1966 年度のデータでは富良野への観光客入れ込み
数は約 18 万人だったことを考えるといかに観光地とし
ての発展が早かったのかがわかるだろう。富良野への観
光客入れ込み形態にも特徴があり、北海道観光は道内客
1）1947 年、北の峰で第 1回全道滑降競技会が開催された。当時はまだリフトもなかったがこの大会が基礎となって第 30 回全日本スキー選手権
が 1952 年に開催される。地元資本の北の峯観光開発株式会社から 1972 年に国土計画に譲渡される。
2）2009 年で第 41 回を数える富良野市の夏の定番的な祭り。富良野市が位置的に北海道の中心にあることによって企画された。「へそ踊り」が
有名である。
3）中でも当時のメンバーの一人、富良野市麓郷の中世古義雄の事務所には、ドラマの中で地井武雄氏が経営しているとされた「中畑木材工業
株式会社」の看板がそのまま掛かっている。実際は中畑木材ではなく中世古が経営する「麓郷木材工業」である。現在でも「北の国から資
料館」の運営に携わっている。
4）例えば北見市では 1960 年に北見バス（現在の北海道北見バス）が東急傘下に入り、1982 年にきたみ東急百貨店開店（2007 年閉店）、同年北
見東急イン開業（2010 年閉鎖予定）、1985 年にさろま湖観光ホテル跡地にサロマ東急リゾート開業（2002 年閉鎖）、また女満別空港に東急資
本の東亜国内航空（後の日本エアシステム、現在は日本航空と統合）を就航していた。札幌の定山渓鉄道の買収を梃にした札幌進出も行っ
ている。
5）西武鉄道グループの北海道での展開は 1972 年札幌オリンピックに合わせた札幌プリンスホテルの開業、1974 年の富良野・北の峰プリンスホ
テル開業から始まって、釧路、屈斜路湖、北広島、深川などの宿泊施設、スキー場などへ拡張していく。しかし東急同様、一部を残して撤
退基調にある。
6）代表的なものは西洋環境開発と地中海クラブが出資したエスシーエムの運営で 1987 年に新得町に開業したサホロリゾート（現加森観光）、
関兵精麦が 1983 年に開業したアルファリゾート・トマム（現星野リゾート）、ニセコも西武鉄道グループ、東急グループ及び北海道中央バ
スなどが参入していた。
7）	「多極分散型国土の形成」を基本理念とする全国総合開発計画であった。1987 年に策定された。
8）1977 年に富良野での第一回大会が開かれた。
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が中心であるが、富良野は 2005 年度の実績では道外客
31％、宿泊客が 23％という数字を示しており、これは
滞在型の函館と通過型の小樽との中間的なポジションに
なる。しかし現状ではピーク時に 140 万人近くまであっ
た冬場の入れ込みが落ちており、夏場の伸びでも補完で
きてはいない 9）。
夏場の観光は 1976 年に国鉄のカレンダーにファーム
富田 10）のラベンダー畑の写真が採用されたことに端を
発するといわれているが、そこからカメラマンや観光客
が集まるようになっていった。ラベンダーによる御土産
品の開発に取り組むなどの努力もあって、これが夏場の
富良野のイメージの核になっていく。ちょうど『北の国
から』は観光地として成長期に当たる時期に放送を開始
したといえる。外部への定期的な、訴求力の高い情報発
信がテレビドラマを通じてなされるようになると、そこ
からさらに急速に観光地として認知されていった。
Ⅳ．演劇によるまちづくり
倉本聰が富良野市にて、若手の俳優と脚本家の養成の
ために、1984 年に同市布礼別に「富良野塾」11）を開設、
主宰していた。塾生は受講料無料で 2 年間共同生活を
し、夏季は地元の農協や農家などの協力を得て畑仕事を
手伝い塾生自らが生活費を稼ぎ出し、冬季は集中講義な
どの他、富良野演劇工場で行われる演劇公演に向けた稽
古を行う。2010 年 3 月末をもって閉塾することが 2007
年の卒塾式で発表された。それ以降はOBを中心とした
富良野グループとして継承されている。
「富良野塾」は若者の定住に繋がり、現在の富良野に
は 40 名以上のOBたちが定住しているという。これを
基盤にして 1998 年に NPO法の施行により「富良野塾」
のファンクラブだった「ALの会」のメンバーが「ふら
の演劇工房」を申請した。これにより公設民営の形で
「富良野演劇工場」が建設されることになる（2000 年 10
月オープン）。劇場のコンセプトは「ソフト製造工場」
であり、地元の劇団や富良野に滞在する劇団に全国公演
に向けた芝居を作り上げることを主目的としている。
しかし他の自治体とは一線を画した「ハコモノ」の設
置を行ったわけだが、当然、市民の間でのコンセンサス
を確保するためには一定の苦労があったようだ。まず演
劇に対する市民の理解、倉本をイメージさせることに
対する抵抗感、場所の位置など様々な問題も俎上に上っ
た。「富良野演劇工場」は劇所運営に関しては市の委託
を受ける形でNPO法人「ふらの演劇工房」が行い、工
房理事たちが市民を代表してボランティアで当たってい
る。倉本はこの劇場の「創造役」としてフランチャイズ
の形で公演を行っている。
また「富良野演劇工場」ではアウトリーチ活動にも意
欲的で、「富良野塾」OBを活用して市民のための演劇教
室なども適宜、実施している。ボランティアの数は理事
を含めて 100 名を越え、もはや富良野の市民生活と深く
かかわる活動になってきているといえるだろう。もちろ
ん「富良野演劇工場」自体が富良野の重要な観光拠点に
［図 2］「ふらの演劇工房組織図」（www.furano.ne.jp/engeki）
9）バブル崩壊後、慢性的な不況のなかでスキー離れが進んでいる。娯楽の安近短化、多様化によって 20-30 代の客層が減っていること、スキー
場は他施設への転用がきかないことが原因として挙げられるが、一時期スノーボードがブームになったが、そちらの方も沈静化している。
10）中富良野町にある農園、ラベンダーを中心にした花をアピールすることで観光農園として成功した。園内にはドライフラワーなどを使った
土産物屋や資料館もある。
11）出身脚本家には吉田紀子、田子明弘、相葉芳久などがいる。
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なっていることも見ていく必要があるだろう。
NPO「ふらの演劇工房」は年間予算 5000万円（市から
の委託料 2000 万円）規模だが、「富良野演劇工場」は委
託当初から黒字化を達成したことで、全国的に注目を集
めた。演劇でのまちづくりでは富山県旧利賀村（現在南
砺市）が有名だろう。ここは典型的な過疎村であったが、
1976 年に演出家鈴木忠志が率いる早稲田小劇場が拠点を
利賀村に移したことに、村は様々な側面から支援を行っ
た。1982 年から毎年、世界演劇祭利賀フェスティバルを
実施することになり、内外の演劇界から注目を浴びるほ
どのイベントとなった。これらの演劇を中心とした事業
が、高い成果を上げ、過疎の村が世界的知名度を得たこ
とから、過疎地域の活性化モデルとして有名になった。
1994 年に演劇文化活動の国内外における一大拠点になる
ことを目指して（財）利賀合掌文化村財団から（財）富
山県利賀芸術公園財団を設立、日本最大の合掌劇場であ
る「新利賀山房」が完成してまた新たな展開が始まって
いる。
また 1951 年設立の劇団「わらび座」が 1953 年から本
拠地を置いた秋田県旧田沢湖町（現在仙北市）の「たざ
わこ芸術村」も特色がある。1974 年に開館した「わらび
劇場」を中心に現在では温泉、ホテルの経営から地ビー
ルの醸造、販売までを手掛けている。「わらび座」はす
でに株式会社化しており、オリジナルミュージカル公演
年間 250 ステージを行うほか、7つの公演チームが国内、
海外で年間約 1200 回の公演を行っている。愛媛県東温
市にも拠点劇場を有する。これもまたひとつの成功事例
には違いない。
つまり単に演劇でのまちづくりといっても様々なアプ
ローチがあることがわかる。演劇評論家として著名な衛
紀生が現在、館長を務める岐阜県可児市の可児市文化創
造センターの活動もその一例になるだろう。ここは芸術
座と拠点契約を結ぶといった形を取り、様々な全国的に
活動する劇団を招いての公演を数多く実施しているが、
市民参加型のスタンスを取り、富良野の事例同様にボラ
ンティア組織を作って活動をサポートしている。ここは
財団法人可児市文化芸術振興財団が運営、管理を行って
いるが、2002 年の開館までに市民参加を主眼において
長期間に渡ってワークショップや検討会を行った。
演劇というと「ハコモノ」を想起してしまう向きもあ
るが、成功している事例は地域との関わりに着眼してい
るものが多い。ようやく日本においても文化と地域の
関わりが論点になってきたともいえる。バブル期以降の
文化施設のあり方も大きく変わってきたといえよう。当
然、採算が取れる形での運営が不可欠であり、それは公
立施設においても同様であろう。この状況は 1990 年の
水戸芸術館の開館辺りからの変化だろう。いわゆる創造
支援型施設といわれるものである（図 3）。また運営に
［図 3］公立文化施設の変遷（www.city.koga.ibaraki.jp/06renewal/kyouiku/bunkasisetu/4sho）
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関しては指定者管理制度をどのように活用するかも今後
の課題になっている。
Ⅴ．観光都市としての富良野市の今後
富良野市は一定のブランド化を果たしており 12）、1994
年に美瑛町、上富良野町、中富良野町、富良野市で始ま
り、その後、南富良野町、占冠村を加えた「富良野・美
瑛広域観光推進協議会」13）が、美しい農村景観を持つ
富良野・美瑛地域で、連携を取りながら観光キャンペー
ンを行っている。また六市町村の旭川市・東神楽町を加
えた国道 237 号線沿いの 8市町村では、「花人街道 237」
という運動によって、景観づくりを進めている。
また高規格道路「旭川十勝道路」の整備も視野に入っ
ている。すでに富良野道路は着工していることから将来
的には交通アクセスは更に、便利になるだろう。こう
いった広域の取り組みは観光分野に限ったことではな
い。行政サービス、教育、福祉、税務などに連携が拡大
している。現在、富良野市の人口は 2008 年末で 24,609
人、1965 年には 36,627 人だったことからすればここ 40
数年間で約三分の二に縮小していると見ることができ
る。観光によっての交流人口は増えているものの、定住
人口は減少しているという状況にある。
現在、富良野市はゴミ処理に力を入れ、基幹産業であ
る農業や観光の街にふさわしい美観づくりを目指してい
る。もちろんこの狙いは時流にも合致するし、試みとし
て評価できるものだろう。富良野市は全国に先駆けて生
ゴミの堆肥化に取り組んだ「リサイクル先進地」である
から、各自治体のゴミ資源化がうまく進捗しない中、2002
年度に 90％を達成、資源循環型社会を目指すモデルケー
スとして注目を集め、全国の自治体からの視察も多い。
しかし人口の減少は中心商店街を衰退させる結果と
なった。『北の国から』に度々、登場した飲屋街もかな
り閑散としており、駅前から続く商店街も同様の状況に
ある。観光が注目を集める富良野市の現状はかなり厳し
いと見なければならない。飲食店は『オムカレー』など
のB級グルメを盛り上げようと懸命であるが、これもど
ちらかといえば観光客を狙ったものだろう。
故に富良野市は富良野市中心市街地活性化基本計画の
1期分として駅前再開発に着手している（図 4）。これは
TMOが事業主体になって取り組まれているものだが、
当初の計画から地方交付税削減、財政状況の悪化によっ
て幾分、縮小している。メインはプールを併設した地域
住民交流の拠点、富良野市中心商店街活性化センター
「ふらっと」である。
また現在は 2期分の計画の遂行に当たっており、ひと
つは協会病院跡の再開発でファーマーズマーケットを中
心にした「フラノ・マルシェ」、もうひとつは住宅、商
業施設、公的施設を複合させた「ネーブルタウン」であ
る（図 5）。基本的にはコンパクトシティを目指す方向
にあると解釈できる。富良野市としては大規模な再開発
12）新富良野プリンスホテルには倉本聰の著書『ニングルの森』をモチーフにした富良野オリジナル商品を中心に販売するログハウスタイプの
店舗が点在する村である「ニングルテラス」や『風のガーデン』で使用したブリティシュガーデンなどがある。
13）1994 年に設置、最近ではインバウンドに力を入れている。
［図 4］富良野市中心市街地活性化基本計画の概要（www.hkd.meti.go.jp/hokib/h21hojokin_s2/furano）
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計画になるが、果たして投資額に見合った結果に結び付
くかはこれからにかかっている。実際、観光客数も減少
傾向にある現在、富良野市は新たな局面を迎えていると
いっても過言ではない。
また気になるのは行政と市民の乖離である。これは
『北の国から』の撮影が始まったときから懸念されてい
ることであるが、例えば富良野市が実施した平成 20 年
度の市民意識調査にも垣間見える。この調査は平成 21
年 1 月 1 日現在の住民基本台帳に登録されている 18 歳
以上の市民のうち、無作為抽出した 1,000 人を対象に実
施したもので、有効回答者数は 479 人である。問 8 の
「富良野市の誇り（自慢）だと思うものは何ですか？」
の回答を見てみると「ドラマのロケ地になっている」が
27.6％、「演劇の町」7.3％と意外と低い（図 6）。
一見、富良野市は『北の国から』によって知名度を上
げ、それを市民が支えているように映るが、実際はそこ
までの認識は持たれてはいないという現実がある。これ
は富良野市だけではなく、多くの都市にも共通する点な
のかもしれない。本来の市民参加という視点に立ち、地
域の再生を図るというのはとても労力のいることであろ
うが、観光領域においても富良野市は間違いなく曲がり
角に来ているし、また新たな市民参加型のスキームを模
索せねばならない時期に来ているといえるだろう。観光
を地域振興の第一義として捉えてきたものの、人口減
［図 6］富良野市市民アンケート調査「富良野市の誇り（自慢）だと思うものは何ですか？」（2009, 富良野市）
［図 5］フラノ・マルシェと各事業の相関（www.hkd.meti.go.jp/hokib/h20hok_forum/data1_4）
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少や若者層の流出など直面する問題も顕在化し始めてい
る。足元を固めないままに観光に特化した政策の是非が
問われる状況にあるのは間違いない。
Ⅵ．結語
国内でのコンテンツツーリズムを考えていく際、テレ
ビドラマ『北の国から』を背景にした富良野市の地域振
興の事例の再認識は不可避なものである。また大きな枠
組みにおいてもひとつの成功事例とし一定の評価をされ
ている。そのメカニズムは充分に練られたものだと判断
されるが、重要なのは国土計画の積極的な投資がその施
策を支えていたことがわかる。多分にポリティカルな動
きも伴った動きであることは推測されるが、反面、地域
住民との意識の乖離も浮き上がってくる。
しかしその後の富良野市の方向性を定めることになっ
た大きな存在であり、コンテンツを活用したこのような
観光施策の功罪を一方的に論じることは現段階ではでき
ないが、大方、コンテンツを活用した地域振興の施策に
は共通する部分であろう。例えば境港市の「水木しげる
ロード」においても当初は地域住民が懐疑的になり、市
役所の職員が理解を求めることに奔走した時期があると
いう。観光地も消費されることは間違いなく、それを理
解して施策は遂行されるべきであり、とくに変化を恐れ
る地域住民には少なからず留意しなければならないだろ
う。
観光客が落ち込むたびにテレビドラマが救ってきた形
になっているが、おそらくこの形には限界があり、一層
の富良野市の自助努力が望まれる。本論文でも後半に触
れてきた様々な施策がその軸になっていくものと思われ
るが、果たしてどういった形で市民生活の中に定着して
いくのだろう。少子高齢化や自治体財政の不安がクロー
ズアップされる北海道の各都市だが、これまで富良野市
は地域振興のひとつの成功事例とみなされてきたが、本
格的に評価されるのはこれからに違いない。
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